
た
け

だ

か
ず

よ
し

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

武

田

和

義

専
攻
学
科
目

作
物
育
種
学
・
植
物
遺
伝
資
源
学

生

年

月

昭
和
一
八
年

六
月

略

歴

昭
和
四
一
年

三
月

北
海
道
大
学
農
学
部
農
学
科
卒
業

同

四
六
年

三
月

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

四
六
年

三
月

農
学
博
士

同

四
六
年

八
月

弘
前
大
学
農
学
部
助
手

同

四
九
年
一
二
月

米
国
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
客
員
研
究
員
（
昭
和
五
〇
年
一
一
月
ま
で
）

同

五
一
年

四
月

弘
前
大
学
農
学
部
助
教
授

同

五
三
年

九
月

米
国
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
客
員
教
授
（
昭
和
五
四
年
八
月
ま
で
）

同

五
六
年

四
月

岡
山
大
学
農
業
生
物
研
究
所
助
教
授

平
成

二
年
一
一
月

岡
山
大
学
資
源
生
物
科
学
研
究
所
教
授
（
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）

同

一
二
年

七
月

中
国
科
学
院
石
家
庄
農
業
現
代
化
研
究
所
名
誉
教
授

同

二
一
年

四
月

岡
山
大
学
名
誉
教
授

八



農
学
博
士
武
田
和
義
氏
の
「
イ
ネ
科
作
物
の
遺

伝
資
源
学
の
確
立
と
そ
の
実
践
的
貢
献
」
に
対

す
る
授
賞
審
査
要
旨

栽
培
・
育
種
技
術
の
進
歩
に
よ
り
作
物
の
生
産
力
は
二
〇
世
紀
に
格
段
に
向

上
し
た
が
、
近
年
の
人
口
急
増
と
環
境
の
急
速
な
劣
悪
化
に
よ
り
、
食
糧
問
題

が
二
一
世
紀
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
課
題
解
決
の
有
力
な
方
策
の

一
つ
は
、
作
物
の
遺
伝
資
源
の
収
集
・
評
価
・
開
発
に
よ
る
新
遺
伝
子
源
の
創

出
と
そ
れ
に
依
拠
す
る
新
し
い
育
種
戦
略
の
構
築
で
あ
る
。「
緑
の
革
命
」
は
過

去
の
典
型
的
事
例
で
あ
る
が
、
二
一
世
紀
に
お
い
て
更
な
る
緑
の
革
命
が
強
く

望
ま
れ
る
。
武
田
和
義
氏
は
、
永
年
に
亘
り
オ
オ
ム
ギ
を
中
心
と
す
る
イ
ネ
科

作
物
の
遺
伝
資
源
の
収
集
・
保
全
に
携
わ
り
、
そ
の
評
価
・
解
析
を
通
し
て
イ

ネ
科
作
物
の
収
量
性
や
環
境
適
応
力
を
支
配
す
る
諸
形
質
の
発
現
機
構
を
解
明

し
、
新
た
な
有
用
遺
伝
子
源
を
開
発
し
て
そ
の
実
用
化
に
貢
献
し
た
。
そ
の
主

要
な
業
績
は
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。

１
	
オ
オ
ム
ギ
遺
伝
資
源
の
収
集
、
評
価
お
よ
び
開
発

武
田
氏
は
二
〇
年
に
亘
り
、
わ
が
国
オ
オ
ム
ギ
遺
伝
資
源
保
存
の
中
核
機
関

で
あ
る
岡
山
大
学
の
オ
オ
ム
ギ
遺
伝
資
源
保
存
施
設
に
あ
っ
て
、
す
で
に
保
有

さ
れ
て
い
た
四
千
系
統
に
加
え
新
た
に
約
六
千
系
統
の
オ
オ
ム
ギ
を
収
集
し
、

こ
れ
ら
系
統
の
純
化
・
固
定
を
進
め
、
実
用
的
に
重
要
な
多
数
の
形
態
的
・
生

理
的
形
質
お
よ
び
病
害
抵
抗
性
に
つ
い
て
評
価
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら

系
統
に
つ
い
て
、
渦
性
と
よ
ば
れ
る
半
矮
性
、
有
機
燐
剤
感
受
性
、
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
酸
化
酵
素
な
ど
の
発
現
を
支
配
す
る
遺
伝
子
を
解
析
・
同
定
し
、
収
集

系
統
に
お
け
る
こ
れ
ら
遺
伝
子
の
分
布
を
調
査
し
、
オ
オ
ム
ギ
の
系
統
進
化
の

解
明
に
貢
献
し
た
。
さ
ら
に
、
耐
熱
性
の
高
い
β–

ア
ミ
ラ
ー
ゼ
同
位
酵
素
や

ビ
ー
ル
の
風
味
改
善
に
資
す
る
脂
質
過
酸
化
酵
素
欠
損
を
も
た
ら
す
新
遺
伝
子

源
を
発
見
し
、
そ
の
実
用
化
に
道
を
開
い
た
。

２
	
実
用
形
質
の
発
現
機
構
の
解
明

実
用
形
質
の
多
く
は
量
的
遺
伝
子
に
支
配
さ
れ
る
量
的
形
質
で
あ
る
。
量
的

形
質
の
遺
伝
的
制
御
機
構
の
解
明
に
は
、
長
い
間
統
計
学
的
手
法
が
用
い
ら
れ

て
き
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
りD

N
A

の
塩
基
レ
ベ
ル
の
変
異
を
分
子
マ

ー
カ
ー
と
す
るQ

T
L

（Q
uantitative

traitloci

）
解
析
法
が
出
現
し
た
。
武
田
氏

は
、
研
究
歴
の
前
半
に
は
主
に
統
計
学
的
手
法
を
、
後
半
に
はQ

T
L

法
を
駆
使

し
、
イ
ネ
科
作
物
の
実
用
形
質
の
遺
伝
的
基
礎
と
そ
の
発
現
機
構
の
解
明
に
顕

著
な
成
果
を
挙
げ
た
。

�
草
型‥
武
田
氏
は
、
多
数
の
短
稈
イ
ネ
突
然
変
異
遺
伝
子
の
研
究
に
基
づ

二
九



き
、
倒
伏
に
強
い
短
稈
性
多
収
品
種
の
育
成
に
は
下
位
節
間
を
短
く
す
る
遺
伝

子
型
の
選
抜
を
目
指
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
。

�
ス
ト
レ
ス
抵
抗
性‥

水
分
が
制
限
要
因
で
あ
る
乾
燥
地
域
の
ム
ギ
類
栽
培
に

は
深
播
法
を
用
い
る
。
武
田
氏
は
オ
オ
ム
ギ
と
コ
ム
ギ
の
数
千
系
統
に
つ
い
て

深
播
試
験
を
行
い
、
中
国
黄
土
高
原
の
在
来
コ
ム
ギ
品
種
「
紅
芒
麦
」
が
最
も

耐
性
の
高
い
こ
と
を
発
見
し
た
。
さ
ら
に
、
深
播
耐
性
の
異
な
る
品
種
間
雑
種

の
後
代
を
用
い
たQ

T
L

解
析
か
ら
深
播
耐
性
を
支
配
す
る
量
的
遺
伝
子
座
を

特
定
し
、D

N
A

マ
ー
カ
ー
を
用
い
る
深
播
耐
性
品
種
の
分
子
育
種
に
道
を
拓

い
た
。
同
様
な
研
究
に
よ
り
、
オ
オ
ム
ギ
の
耐
塩
性
・
穂
発
芽
性
・
赤
か
び
抵

抗
性
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
分
子
育
種
の
基
礎
を
築
い

た
。

�
子
実
に
関
す
る
諸
形
質
と
収
量
性‥

穀
類
育
種
の
最
終
目
標
は
高
品
質
な
子

実
の
収
量
性
の
向
上
に
あ
る
。
武
田
氏
は
先
ず
、
一
在
来
イ
ネ
品
種
の
主
働
遺

伝
子L

k-f

に
支
配
さ
れ
る
大
粒
性
が
直
接
収
量
の
向
上
に
は
結
び
つ
か
な
い

こ
と
を
示
し
た
。
次
に
、
子
実
の
品
質
低
下
を
招
来
す
る
イ
ネ
の
胴
切
米
や
ビ

ー
ル
オ
オ
ム
ギ
の
裂
皮
粒
の
発
生
機
構
を
究
明
し
、
こ
れ
ら
の
発
生
を
抑
制
す

る
内
的
・
外
的
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
エ
ン
バ
ク
を
用
い
て
成
長

速
度
・
収
穫
指
数
・
収
量
三
者
の
相
関
関
係
を
分
析
し
、
生
育
期
間
が
短
い
地

域
に
お
け
る
収
量
性
の
向
上
に
は
収
穫
指
数
よ
り
も
成
長
速
度
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
見
出
し
、
収
穫
指
数
一
辺
倒
の
当
時
の
多
収
理
論
に
大
き
な
一
石
を
投

じ
た
。

３
	
中
国
黄
河
下
流
域
の
強
塩
類
土
壌
地
帯
に
適
応
す
る
ム
ギ
類
品
種
の
育
成

武
田
氏
は
一
九
八
八
年
以
降
、
中
国
科
学
院
の
研
究
所
と
協
力
し
て
半
乾
燥

の
黄
土
高
原
お
よ
び
強
塩
類
土
壌
の
三
河
平
原
に
適
し
た
ム
ギ
類
品
種
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
一
九
九
〇
年
に
着
手
し
た
三
河
平
原
に
お
け
る
ム
ギ
類

の
育
成
試
験
で
は
一
万
を
超
え
る
系
統
を
供
試
し
、
土
壌
の
不
均
一
性
を
考
慮

し
て
小
さ
な
ブ
ロ
ッ
ク
に
異
な
る
系
統
を
混
播
し
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
優
良
個
体
を

選
抜
す
るB

lock
unitselection

法
を
考
案
し
、
こ
れ
を
用
い
て
大
規
模
な
選

抜
試
験
を
実
施
し
た
。
一
九
九
九
年
ま
で
にA

2−
22,A

6−
13,A

6−
29

の
オ
オ

ム
ギ
三
系
統
、A

115

（
高
度
ス
ト
レ
ス
耐
性
）、A

132

（
多
収
性
）、A

69

（
高

製
パ
ン
性
）
の
コ
ム
ギ
三
系
統
を
選
抜
・
育
成
し
た
。
こ
れ
ら
系
統
は
、
強
塩

類
土
壌
地
域
に
適
し
た
新
品
種
育
成
の
重
要
遺
伝
子
源
に
な
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。
特
に
コ
ム
ギ
のA

115

系
統
は
二
年
間
の
栽
培
試
験
を
経
て
二
〇
〇
〇

年
に
実
用
品
種
に
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
五
年
間
の
河
北
省
南
皮
地
区
に
お
け
る

栽
培
に
お
い
て
対
照
品
種
に
比
べ
一
〇－

一
八
％
の
増
収
を
示
し
た
。
こ
の
功

績
に
よ
り
武
田
氏
は
二
〇
〇
〇
年
に
中
国
科
学
院
石
家
庄
農
業
現
代
化
研
究
所

よ
り
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
武
田
和
義
氏
は
、
オ
オ
ム
ギ
な
ど
三
種
イ
ネ
科
作
物
に
つ

三
〇



い
て
大
規
模
な
系
統
の
収
集
・
評
価
と
そ
の
有
用
形
質
の
解
析
を
行
い
、
数
多

く
の
有
用
遺
伝
子
源
を
発
見
な
い
し
創
出
し
、
そ
の
一
部
の
実
用
化
に
成
功
し

た
。
こ
の
よ
う
な
一
貫
し
た
研
究
を
通
し
、
イ
ネ
科
作
物
の
遺
伝
資
源
学
の
確

立
に
貢
献
し
、
そ
の
実
践
に
顕
著
な
成
果
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
業
績
に
よ
り
、

武
田
氏
は
日
本
育
種
学
会
賞
と
日
本
農
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

主
要
な
著
書
・
論
文
の
目
録

（
二
〇
〇
篇
を
超
え
る
著
書
・
原
著
論
文
の
中
、
主
要
な
も
の
を
以
下
に
掲
げ
る
。）
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書

1.

武
田
和
義
（
一
九
九
三
）。
植
物
遺
伝
育
種
学
。
裳
華
房
。
東
京
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す
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